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お
知
ら
せ

五
月
例
会

業
務
記
録

人
事

学
生
層
育
成
者
講
習
会

日
程
・
会
場
案
内

報
　
告

三
月
例
会

・
期
日
　
立
教
179
年
5
月
25
日

・
時
間
　
15
時
半
受
付
、
16
時
開
始

・
場
所
　
本
部
第
38
母
屋

【
教
区
】

・
広
島
　
　
5
月
1
日
13
時
～
　
　
　
教
務
支
庁

【
直
属
】

・
日
本
橋
　
5
月
2
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
錦
江
　
　
5
月
6
日
12
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
高
松
　
　
5
月
6
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
周
東
　
　
5
月
21
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
中
紀
　
　
5
月
22
日
11
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
東
濃
　
　
5
月
22
日
11
時
45
分
～
　
　
大
教
会

・
西
海
　
　
5
月
22
日
12
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
小
南
部
　
5
月
22
日
12
時
30
分
～
　
　
大
教
会

・
防
府
　
　
5
月
23
日
12
時
～
　
　
　
　
大
教
会

・
岡
山
　
　
5
月
23
日
12
時
15
分
～
　
　
大
教
会

・
鐸
姫
　
　
5
月
23
日
11
時
50
分
～
　
　
分
教
会

・
北
陸
　
　
5
月
24
日
11
時
50
分
～
　
　
大
教
会

　
去
る
3
月
25
日
、
教
庁
4
階
講
堂
に
於
い
て
「
三

月
例
会
」
を
開
催
。
出
席
は
32
教
区
、
110
直
属
。

《
立
教
179
年
3
月
25
日
付
》

【
教
区
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
高
渕
善
行
（
石
川
教
区
）

・
井
戸
健
一
郎
（
岐
阜
教
区
）

・
新
村
隆
浩
（
静
岡
教
区
）

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
山
﨑
信
宜
（
旭
日
・
斑
鳩
）

・
藤
井
広
志
（
網
走
・
常
呂
）

《
立
教
179
年
3
月
23
日
付
》

【
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
新
局
員
】

・
名
田
　
仁
（
西
宮
・
昭
宮
）

・
渡
辺
直
信
（
幅
下
・
天
治
）

《
立
教
179
年
3
月
31
日
付
》

【
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
退
職
者
】

・
ル
ア
ー
ナ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
・
ジ
ー
ア
ス
・
ク
ー
ニ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
兵
神
・
レ
シ
ー
フ
ェ
芳
洋
）

・
黄
　
意
　
（
本
愛
・
本
愛
慶
心
）

【
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
よ
り
や
か
た
管
理
へ
異
動
】

・
佐
瀬
一
徳
（
生
駒
・
都
京
）

《
立
教
179
年
3
月
16
日
～
4
月
15
日
》

3
月
18
日
　
事
務
局
連
絡
会
　
学
生
連
絡
会

　
　
21
日
　
教
祖
130
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　
　
　
　
　
　
　
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
22
日
　
『H

a
p
p
i
s
t

』
納
品
・
梱
包

　
　
25
日
　
委
員
会
　
例
会
　

　
　
　
　
　
広
報
室
会
議
　
出
版
部
部
会

　
　
28
日
　
教
祖
130
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

4
月
4
日
　
委
員
会
　
ま
な
び
ば
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
担
当
者
活
動
部
部
会
　
学
修
部
部
会

　
　
5
日
　
委
員
会
　

　
　
　
　
　
学
修
高
校
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
出
版
部
部
会
　
学
修
部
部
会

　
　
6
日
　
学
修
大
学
の
部
研
究
室
会
議

　
　
　
　
　
ビ
デ
オ
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
明
日
の
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
会
議

　
　
7
日
　
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
12
日
　
屋
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
　
　
学
生
部
部
会

　
　
13
日
　
教
祖
130
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

　
　
　
　
　
　
　
大
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

萍平
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　立教１７９年４月２５日

「
教
祖
百
三
十
年
祭

　
　
　
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
報
告

　
道
に
つ
な
が
る
学
生
の
祭
典
「
教
祖
百
三
十
年

祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
が
、
立
教
百
七
十

九
年
三
月
二
十
八
日
、
「
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く

へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
、
過
去
最
多
の

九
千
三
百
四
十
五
名
（
四
月
十
九
日
現
在
）
の
学

生
が
お
ぢ
ば
に
参
集
し
ま
し
た
。
大
会
式
典
は
、

晴
天
の
も
と
真
柱
様
、
奥
様
、
大
亮
様
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
午
前
十
時
に
開
会
し
ま
し
た
。

　
よ
ろ
づ
よ
八
首
奉
唱
、
浅
野
治
香
実
行
委
員
長

挨
拶
に
続
い
て
、
壇
に
立
た
れ
た
真
柱
様
は
、
ま
ず

「
大
勢
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
こ
の
お
ぢ
ば
に
帰
り
、

こ
う
し
て
一
堂
に
集
ま
っ
た
姿
を
目
に
し
、
た
い

へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
年
祭
は
私
た
ち
の
成
人
の
道
の
通
過

点
で
あ
り
、
さ
ら
に
成
人
の
歩
み
を
進
め
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
末
代
に
わ
た
る
使
命
で
あ
る
と
確

認
さ
れ
、
「
大
き
な
教
祖
の
親
心
を
信
じ
、
教
祖

に
素
直
に
向
き
合
い
、
そ
し
て
成
っ
て
く
る
姿
の

中
に
親
神
様
の
思
召
を
探
り
出
す
努
力
を
し
て
、

思
召
に
基
づ
く
正
し
い
判
断
が
で
き
る
力
を
学
ん

で
身
に
付
け
、
一
時
の
感
情
だ
け
に
左
右
さ
れ
な

い
し
っ
か
り
と
し
た
信
念
を
持
つ
人
に
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
山
本
あ
す
か
さ
ん
、
仙
田
康
史
君
の

二
名
の
学
生
が
信
仰
体
験
を
発
表
、
涙
を
流
し
な

が
ら
聞
き
入
る
学
生
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
四
月
よ
り
天
理
教
学
生
会
新
委
員
長
を
務

め
る
中
村
勇
一
君
が
、
道
の
学
生
を
代
表
し
て
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
直
属
教
会
ご
と
に
直
属
ア
ワ

ー
が
行
わ
れ
、
直
属
教
会
長
の
お
話
に
加
え
て
、

会
食
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
企
画
さ
れ
、
親
睦
を
深
め
合
う
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
二
十
八
日
の
別
席
者
は
、
午
前
席
、

午
後
席
を
合
わ
せ
て
七
百
五
十
三
名
で
し
た
。

　
式
典
に
先
立
つ
二
十
七
日
の
夕
づ
と
め
後
に

は
、
前
夜
祭
「Next Step 130

」
が
開
催
さ
れ
、

東
西
泉
水
プ
ー
ル
前
広
場
は
熱
気
溢
れ
る
学
生
た

ち
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
天
理
教
校
学
園
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

に
よ
る
迫
力
あ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
、
学

生
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
教
区
・
直
属
団

体
よ
り
合
計
八
十
四
店
舗
の
模
擬
店
が
出
店
さ
れ
、

会
場
内
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
、
一
人
で
も
多
く
の
友
と
お
ぢ
ば

に
帰
り
集
お
う
と
、
参
加
者
一
万
人
と
い
う
目
標

を
掲
げ
、
学
生
担
当
委
員
会
と
し
て
は
全
教
会
か

ら
の
帰
参
を
目
指
し
、
こ
の
大
会
に
向
け
精
一
杯

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
参
加
者
一
万
人
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
大
会
に
向
け
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
大

勢
の
学
生
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
彼

ら
に
心
か
ら
の
労
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
担
当
者
の
皆
様
方
に
は
、
将
来
に
つ
な

が
る
大
き
な
お
た
す
け
と
と
ら
え
、
学
生
へ
の
声

が
け
、
世
話
取
り
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
丹
精
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
代
を
担
う
学
生
た
ち
が
、
十
年
後
、

二
十
年
後
、
よ
う
ぼ
く
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
、
今
後
と
も
担
当
者
お
互
い
が

道
を
求
め
つ
つ
、
地
道
に
学
生
層
の
丹
精
に
取
り

組
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

、
、
、

、
、
、

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、



学生担当者報
立教１７９年４月２５日

８

「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
長
挨
拶
　
浅
野
治
香

　
本
日
は
、
真
柱
様
、
奥
様
、

大
亮
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

大
き
な
親
心
の
も
と
、「
教
祖

百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば

が
え
り
大
会
」
を
無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
、
そ

し
て
式
典
を
沢
山
の
仲
間
と
共
に
迎
え
ら
れ
た
こ

と
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
み
な
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
お
か
え
り
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
教
祖
百
三
十
年
祭
に
向
け
「
お
た

す
け
の
実
践
」
を
、
そ
し
て
今
日
の
日
に
向
け
て

一
万
人
の
動
員
へ
と
、
声
を
か
け
合
い
、
勇
み
勇

ま
せ
合
い
な
が
ら
、
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
道
中
に
は
、
な
か
な
か
一
手
一
つ
に
な
れ
ず
、

多
く
の
ふ
し
を
い
た
だ
き
、
勇
め
な
い
日
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
仲
間
や
親
々
な
ど
た
く
さ

ん
の
方
の
支
え
か
ら
、
全
て
が
親
心
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
祖
の
ひ
な

が
た
を
頼
り
に
、
私
た
ち
は
ふ
し
を
喜
び
に
変
え
、

一
手
一
つ
と
な
っ
て
勇
ん
で
通
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
こ
う
し
て
元
気
に
身
体
を
動
か
し
生
活

が
で
き
る
の
も
、
親
神
様
の
ご
守
護
、
教
祖
の
お

導
き
の
お
か
げ
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
教
祖
百
三
十
年
祭
当
日
、
真
柱
様
の
お
言
葉
の

中
に
、
「
こ
れ
か
ら
の
歩
み
方
を
思
案
す
る
と
き
、

何
に
も
ま
し
て
、
道
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
に
向
け
て
掲

げ
て
き
た
「
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く
へ
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
、
よ
り
一
層
意
識
し
、
親
々
の
思

い
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
教
祖
に
お
喜
び
い
た

だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
只
今
か
ら
、
真
柱
様
よ
り
私
た
ち
道
の
学
生
に

向
け
て
、
お
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
。
こ
の
お

言
葉
は
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
歩
み
出
す
一
年
の
指

針
と
な
る
、
大
切
な
お
言
葉
で
す
。
し
っ
か
り
と

心
に
治
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
道
の
次
代
を
担
う

よ
う
ぼ
く
へ
と
成
人
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
ょ

う
。

、
、

、
、

、
、

、
、
、
、

、
、

、
、

、
、
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「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
意
表
明
　
中
村
勇
一

　
本
日
は
、
「
教
祖
百
三
十

年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

大
会
」
式
典
を
無
事
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち

道
の
学
生
は
、
先
ほ
ど
い
た
だ
い
た
真
柱
様
の
お

言
葉
を
し
っ
か
り
と
心
に
治
め
、
毎
日
の
生
活
を

送
る
上
で
の
指
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
日
こ
の
中
庭
に
、
こ
れ
だ
け
大
勢
の
、
道
に

繋
が
る
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
道

を
一
緒
に
歩
ん
で
い
く
仲
間
の
存
在
を
感
じ
、
そ

の
喜
び
を
原
動
力
と
し
、
さ
ら
に
道
を
求
め
て
行

き
ま
す
。
そ
し
て
、
身
近
な
友
に
声
を
掛
け
て
い

き
、
ま
た
来
年
、
こ
の
お
ぢ
ば
に
帰
り
集
い
ま
す
。

　
私
た
ち
学
生
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
時
に
は

つ
ら
く
、
心
が
倒
れ
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
ん
な

中
で
も
道
に
つ
な
が
る
仲
間
と
一
緒
に
助
け
合
い
、

支
え
合
っ
て
、
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
見
失
わ
ず
に
、

前
を
向
き
、
と
も
に
成
人
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
日
、
こ
こ
に
帰
り
集
っ
た
仲
間
と
と
も
に
、

今
日
の
喜
び
を
胸
に
、
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く
へ

と
成
人
し
、
教
祖
に
お
喜
び
い
た
だ
け
る
よ
う
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に

決
意
い
た
し
ま
す
。

、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
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学生担当者報
立教１７９年４月２５日

１１

「
教
祖
百
三
十
年
祭

　
　
　
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
御
礼

●
大
会
実
行
委
員
長
　
浅
野
治
香

　
三
月
二
十
八
日
「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ

ば
が
え
り
大
会
」
を
無
事
に
開
催
で
き
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
式
典
で
は
、
真
柱
様
か
ら
私
た
ち
学
生
に
直
接

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
今
ま
で
で
最
多
の
参
加
者

と
晴
天
の
御
守
護
、
そ
し
て
沢
山
の
仲
間
の
笑
顔

や
感
動
の
涙
な
ど
全
て
が
あ
り
が
た
く
、
も
っ
た

い
な
く
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

　
こ
の
日
を
迎
え
る
に
至
る
ま
で
、
不
器
用
な
が

ら
私
た
ち
学
生
は
、
教
祖
に
お
喜
び
い
た
だ
く
た

め
に
、
あ
ふ
れ
る
親
心
に
お
応
え
し
よ
う
と
、
教
祖

の
ひ
な
が
た
の
道
を
求
め
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
一

万
人
に
向
け
て
私
た
ち
が
前
を
向
き
続
け
、
歩
ん

で
こ
れ
た
の
は
、
私
た
ち
学
生
の
た
め
に
、
時
に

は
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
親
の
思
い
を
伝
え
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
心
が
折
れ
そ
う
な
と
き
「
大

丈
夫
か
？
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
ま

た
、
私
た
ち
が
教
会
ま
わ
り
を
し
た
い
と
言
っ
た

と
き
、
お
忙
し
い
中
、
時
間
を
作
り
車
を
出
し
て

く
だ
さ
っ
た
学
担
の
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
親
々

の
姿
や
お
導
き
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
す
。

　
大
会
に
向
け
て
培
っ
て
き
た
こ
の
大
切
な
経
験

を
、
こ
れ
か
ら
の
道
を
歩
む
上
で
の
糧
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
を
や
の
思

い
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
教
祖
の
ひ
な
が
た
を

頼
り
に
歩
み
、
道
の
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く
へ
と

成
人
し
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
学
生
担
当
委
員
会
　
吉
川
万
寿
彦

　
こ
の
た
び
は
、
「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生
お
ぢ

ば
が
え
り
大
会
」
を
無
事
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
大
会
に
向
け
て
、
直
属
教
会
長
、
教
区
長
の
皆

様
の
多
大
な
る
ご
尽
力
の
下
、
学
生
、
並
び
に
担

当
者
の
皆
さ
ん
の
真
実
に
よ
り
、
過
去
最
高
の
九

千
三
百
四
十
五
名
（
四
月
十
九
日
集
計
）
の
学
生

が
お
ぢ
ば
に
帰
り
集
い
ま
し
た
。
十
年
前
に
比
べ

て
、
教
会
長
子
弟
の
数
が
（
少
子
化
の
影
響
も
あ

る
の
か)

、
約
二
十
五
％
減
少
し
て
い
る
と
聞
か
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
中
で
、
教
会
長
子
弟
参
加
者
数

を
十
年
前
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
二
千
六
百
四

名
だ
っ
た
の
が
、
今
回
二
千
七
百
六
十
五
名
と
上

回
っ
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
別
席
者
数
も
、
毎
年
四
百
名
前
後
で
し
た

が
、
今
回
は
七
百
五
十
三
名
と
、
倍
近
く
の
人
数

と
な
り
ま
し
た
。
一
万
人
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
よ
り
多
く
の
教
会
が
意
識
を
お
持
ち
く
だ

さ
っ
た
結
果
で
あ
る
と
、
あ
り
が
た
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
十
年
前
の
勢
い
を
受
け
継
い
で
、
次
代

を
担
う
よ
う
ぼ
く
へ
と
向
か
う
大
き
な
第
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
学
生
達
は
、
大
会
動
員
一
万
人
と
い
う
大
き
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
国
々
所
々
に
て
、
本
当
に

精
一
杯
全
力
を
尽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
式
典
で

の
学
生
達
の
笑
顔
が
今
で
も
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
届
か
ぬ
私
共
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
も
道
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
に
向
け
て
、

学
生
と
共
に
成
人
の
道
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ
い
と

存
じ
ま
す
。

　
次
は
学
修
高
校
の
部
で
す
。
参
加
し
た
高
校
生

達
に
も
れ
な
く
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ご
尽

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１０

教祖130年祭 学生おぢばがえり大会

参加者数 9,345名 担当者 1,719名

※管内クラブ生 412名
《男 4,914名　女 4,431名》

４月１９日現在

◆直属別集計①

、
、
、
、

、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、

※表には管内クラブ生は含まれておりません。
※管内クラブ生とは
　ラグビー部、バスケ部、硬式野球部、アメフト部、
　硬式テニス部、ホッケー部、空手道部、礼法和装部、
　創作ﾀﾞﾝｽ部、体操競技部、心光会、豊井ふるさと寮、
　在籍の天理大学生です。

直属名 高校 専門 短大 大学  中３ 他 合計 直属名 高校 専門 短大 大学  中３ 他 合計

本部 37 6 0 37 7 6 93 本島 57 9 1 23 14 4 108

郡山 60 11 2 34 21 9 137 牛込 15 6 0 8 4 7 40

兵神 61 14 0 27 20 2 124 深川 16 2 0 6 5 3 32

山名 51 9 3 32 14 13 122 淺草 10 5 0 12 8 11 46

船場 34 2 1 19 12 1 69 西陣 31 4 2 16 4 7 64

河原町 111 14 5 58 58 37 283 大縣 33 4 0 25 8 3 73

撫養 31 2 1 24 13 1 72 社 5 2 0 1 2 0 10

東 18 3 0 8 9 1 39 神川 18 2 2 5 2 1 30

敷島 165 25 2 98 50 11 351 笠岡 43 7 2 17 16 13 98

日本橋 30 2 0 5 7 12 56 西宮 36 7 1 17 7 7 75

髙安 124 15 6 92 35 16 288 明和 18 2 1 12 11 0 44

南海 55 21 0 22 22 4 124 明城 15 3 1 3 4 0 26

芦津 83 12 1 22 26 4 148 大江 15 4 0 14 5 2 40

髙知 47 12 3 21 13 6 102 旭日 36 7 1 23 7 1 75

北 23 3 3 14 18 2 63 池田 23 6 2 15 10 1 57

湖東 15 6 0 18 2 2 43 阪東 3 0 0 5 4 0 12

甲賀 57 11 2 18 14 11 113 蒲生 18 1 1 9 10 9 48

水口 10 1 1 3 3 1 19 日野 21 6 0 7 9 4 47

中河 101 12 3 39 26 8 189 朝倉 38 10 1 10 5 3 67

名京 21 1 0 7 2 3 34 佐野原 24 2 1 9 4 2 42

中和 23 5 1 20 10 3 62 髙岡 34 4 1 9 10 8 66

櫻井 45 6 1 20 26 3 101 愛知 27 4 0 15 6 0 52

筑紫 22 7 1 8 7 1 46 梅谷 22 2 0 13 2 1 40

越乃國 32 0 2 17 6 3 60 平安 3 0 0 1 1 0 5

名東 20 2 2 15 5 5 49 豊岡 24 6 0 11 10 2 53

麹町 156 8 3 47 76 4 294 治道 21 1 0 9 7 1 39

日光 20 2 0 10 3 0 35 都賀 7 2 0 4 5 1 19

飾東 45 4 3 22 11 4 89 川之江 14 1 3 9 7 2 36

東本 58 9 1 30 21 21 140 周東 19 4 2 12 2 8 47

嶽東 44 11 1 31 18 14 119 南阿 24 1 1 14 8 1 49

 島ヶ原 30 5 0 8 2 1 46 香川 26 5 0 8 12 1 52

堺 10 1 0 2 4 1 18 中紀 17 3 0 12 1 1 34

御津 13 1 1 8 6 1 30 津 17 5 1 6 3 5 37

城法 36 8 0 27 14 4 89 秩父 20 1 1 10 3 2 37

生野 20 6 3 22 4 0 55 中津 11 0 1 0 3 4 19

東愛 52 5 5 22 10 7 101 岐美 24 4 0 15 7 5 55



学生担当者報
立教１７９年４月２５日

１２

◆直属別集計②

直属名 高校 専門 短大 大学  中３ 他 合計 直属名 高校 専門 短大 大学  中３ 他 合計

熊本 13 3 0 7 2 0 25 甲府 22 2 0 12 5 3 44

那美岐 12 3 1 6 5 4 31 本保 9 0 0 5 1 1 16

中野 34 0 0 14 10 9 67 本愛 54 8 1 31 15 13 122

秦野 20 4 0 12 5 11 52 本芝 32 3 0 7 14 7 63

立野堀 7 2 0 10 8 1 28 山國 3 0 0 2 1 0 6

中央 2 3 0 3 1 0 9 京城 20 4 1 7 10 5 47

南紀 69 22 5 62 65 33 256 東神田 26 2 0 9 8 6 51

北陸 23 3 1 11 10 3 51 北洋 13 2 1 13 1 4 34

東濃 7 1 0 9 3 1 21 宇佐 5 0 0 6 1 1 13

岡 35 3 0 13 10 2 63 岡山 27 8 1 14 11 2 63

八木 24 0 0 8 2 1 35 泉 11 2 0 3 1 0 17

洲本 24 4 0 19 4 4 55 東中央 3 0 0 4 3 3 13

錦江 8 1 0 5 4 3 21 城山 23 1 0 5 9 0 38

繁藤 6 0 0 7 7 0 20 静岡 2 2 0 0 0 1 5

大森町 21 1 0 4 3 4 33 白羽 1 0 0 3 2 0 6

防府 27 8 1 15 14 7 72 伊那 15 5 0 4 0 1 25

愛豫 6 3 1 6 1 0 17 小南部 17 0 0 12 6 3 38

津輕 9 1 0 2 7 0 19 雨龍 5 1 0 4 1 1 12

阿羽 6 4 0 5 0 3 18 愛静 10 0 0 2 0 0 12

伊野 5 1 0 6 1 0 13 紀陽 10 1 0 2 2 0 15

磐城平 5 1 0 1 3 7 17 大垣 4 2 0 6 0 2 14

西海 29 4 2 7 5 3 50 鎭西 8 1 0 1 1 3 14

新潟 11 1 0 6 2 2 22 生駒 22 1 1 7 13 0 44

中根 2 1 0 4 0 1 8 中背 7 4 0 10 2 2 25

肥長 7 0 0 3 1 0 11 高松 25 3 0 6 7 3 44

名古屋 21 5 0 25 1 12 64 五條 9 2 3 18 5 4 41

奈良 4 1 0 3 1 0 9 沼津 2 0 0 1 1 0 4

西 9 1 2 6 0 2 20 網干 13 2 4 8 9 3 39

上之郷 11 0 0 6 2 1 20 宇仁 3 0 0 6 0 0 9

益津 2 0 0 3 1 0 6 双名島 7 4 0 13 8 1 33

小牧 9 2 0 6 4 2 23 夕張 11 1 0 4 5 2 23

府内 6 3 1 6 3 1 20 山陽 14 0 0 8 6 2 30

東肥 31 2 1 9 8 8 59 本荏 5 1 0 7 5 3 21

都 10 3 0 1 2 1 17 国名 4 1 0 4 1 0 10

西成 5 1 0 8 3 1 18 玉島 42 6 1 14 5 9 77

南 16 2 0 10 5 7 40 網走 5 0 0 2 1 1 9

山陰 21 5 2 6 18 1 53 松阪 20 3 2 6 9 1 41

鹿島 28 5 3 15 20 1 72 越知 6 2 0 6 3 2 19

此花 20 4 0 11 12 2 49 本理世 78 7 2 20 35 15 157

仙臺 10 1 0 2 3 1 17 加古 3 1 0 9 7 1 21

東海 14 3 0 5 3 1 26 秋津 2 0 0 4 0 3 9

大鳥 15 1 0 4 5 0 25 幅下 27 2 0 16 8 2 55

古市 7 2 1 3 5 0 18 亀岡 9 0 1 3 7 2 22

神崎 18 4 2 5 5 1 35 大原 33 5 4 30 10 35 117

学生担当者報
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◆直属別集計③

直属名 高校 専門 短大 大学  中３ 他 合計 直属名 高校 専門 短大 大学  中３ 他 合計

日和佐 2 1 0 1 1 0 5 満洲眞勇 0 0 0 5 0 0 5

尾道 3 0 1 1 1 2 8 天御津 0 0 0 0 0 0 0

淀 9 1 0 4 2 1 17 やまとよふき 3 0 0 2 0 0 5

青野原 1 0 0 2 0 0 3 崇文 0 0 0 0 0 0 0

栗太 6 1 0 2 0 2 11 治文 2 0 0 2 2 0 6

細川 1 0 0 0 0 0 1 大和御幸 2 0 0 2 1 0 5

大分市 2 0 0 0 0 0 2 明快 0 0 0 0 0 0 0

琵琶 12 2 0 10 3 3 30 典日 1 1 0 0 0 0 2

網島 2 1 0 1 0 0 4 大和天誠 0 0 0 0 0 0 0

鐸姫 3 1 0 0 0 0 4 伊勢 0 0 0 1 0 0 1

上町 4 0 0 2 0 0 6 大阪 1 0 0 1 1 0 3

田原 3 0 0 3 1 1 8 青森縣 1 0 0 0 1 0 2

和爾 0 0 0 1 0 0 1 上野前橋 3 0 0 0 1 0 4

豊繁 7 0 0 3 2 1 13 東京 2 0 0 0 1 0 3

名張 11 1 0 2 4 0 18 和歌山縣 2 0 0 0 0 0 2

玉江 1 0 0 0 0 0 1 水篶刈 1 0 0 0 0 0 1

天元 0 0 0 2 0 0 2 駿遠豆 0 0 0 0 0 0 0

浪華 8 0 0 3 0 0 11 豊路 0 0 0 0 0 0 0

吉備 5 2 0 2 0 0 9 越州 0 0 0 0 0 0 0

高宮 1 0 0 1 0 0 2 日向司 1 0 0 0 0 1 2

藝備 0 0 0 0 0 0 0 筑前博多 1 0 0 0 0 0 1

南安藝 0 0 0 0 0 0 0 尾張 1 0 0 0 1 0 2

江戸 0 0 0 0 0 0 0 斐山 0 0 0 0 0 0 0

一筋 0 0 0 1 0 0 1 下野 0 0 0 0 0 0 0

三昧田 1 0 0 3 0 0 4 濃飛 0 0 0 0 0 1 1

眞昭 1 0 0 1 0 0 2 山城京都 0 0 0 0 0 0 0

本明實 6 1 1 2 0 0 10 神奈川台 1 0 0 1 0 0 2

八阪 0 0 0 0 0 0 0 岩手里 0 0 0 0 0 0 0

鍜冶惣 4 0 0 1 3 2 10 薩隅 0 0 0 0 0 0 0

道昭 1 0 0 1 0 0 2 江州 0 0 0 1 0 0 1

更立 0 0 0 0 0 0 0 伊賀生琉里 2 0 0 0 0 0 2

明拜 0 0 0 1 0 0 1 大和眞 2 1 0 1 1 0 5

美昭 0 0 0 0 0 0 0  あきよ志 0 0 0 0 2 0 2

尚久 0 0 0 0 0 0 0 はるのひ 0 0 0 0 0 0 0

岸部 0 0 0 0 1 3 4 山西省 0 0 0 1 0 0 1

治理 2 0 0 0 0 0 2 鷄林 0 0 0 0 0 0 0

天津誠華 1 0 0 1 0 0 2 鮮京 2 0 0 0 0 0 2

生琉里 4 0 0 2 1 0 7 大和朝誠 0 0 0 0 0 1 1

安東 4 0 0 4 3 0 11 加奈陀 0 0 0 0 0 1 1

佐賀関 0 0 0 0 0 0 0  ﾌﾞﾗｼﾞﾙ伝道庁 0 1 0 0 0 0 1

満洲 0 0 0 0 0 0 0 不明 12 0 0 11 27 8 58

臺北臺婦 0 0 0 0 0 0 0 合計 4026 616 130 2110 1394 657 8933
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◆教区別集計

教区 高校 専門 短大 大学  中３ 他 合計 教区 高校 専門 短大 大学  中３ 他 合計

奈良 537 88 18 432 195 95 1365 富山 6 0 0 4 5 1 16

京都 178 27 3 94 71 41 414 新潟 47 8 1 25 7 4 92

三重 178 29 6 57 82 22 374 岡山 146 28 6 50 42 24 296

大阪 534 67 25 247 166 51 1090 広島 57 8 4 32 14 13 128

兵庫 310 48 20 158 108 26 670 鳥取 14 5 0 3 5 1 28

滋賀 85 18 6 44 22 47 222 山口 79 6 2 29 41 11 168

和歌山 112 19 1 52 45 10 239 島根 27 4 0 9 23 2 65

静岡 77 10 0 40 25 10 162 大分 26 4 0 17 9 2 58

愛知 305 39 7 153 83 40 627 福岡 108 22 4 35 27 17 213

岐阜 96 3 3 29 41 15 187 長崎 10 4 0 9 7 1 31

山梨 13 1 3 4 2 8 31 鹿児島 13 6 1 0 6 4 30

長野 57 10 2 20 10 5 104 熊本 35 6 0 18 6 3 68

徳島 44 2 1 26 16 5 94 宮崎 18 2 0 7 8 2 37

高知 33 6 4 20 4 7 74 佐賀 15 3 0 3 2 5 28

愛媛 32 6 1 18 17 2 76 沖縄 14 1 0 4 3 4 26

香川 43 13 0 29 30 5 120 北海道 110 20 1 64 21 23 239

東京 189 34 2 116 58 45 444 福島 4 1 0 7 3 10 25

千葉 37 9 0 27 16 9 98 宮城 23 4 1 11 6 2 47

埼玉 126 17 2 41 52 23 261 山形 7 0 0 5 1 0 13

群馬 25 3 1 13 5 6 53 岩手 21 0 1 7 5 2 36

栃木 12 1 0 6 5 3 27 青森 24 4 0 7 17 2 54

神奈川 87 11 1 41 31 21 192 秋田 9 5 0 4 1 1 20

茨城 33 1 0 8 12 2 56 海外 6 8 1 9 2 11 37

福井 44 2 2 18 18 8 92 不明 0 0 0 44 0 6 50

石川 20 3 0 14 19 0 56 合計 4026 616 130 2110 1394 657 8933
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「
教
祖
百
三
十
年
祭

　
　
　
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
感
想
文

●
私
は
、
大
学
か
ら
天
理
教
を
信
仰
し
、
学
生
会

に
入
り
、
今
回
の
大
会
実
行
委
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
春
学
が
十
年
に
一

度
の
大
会
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
お
ぢ
ば

に
い
る
あ
り
が
た
さ
、
お
引
き
寄
せ
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　
ま
た
私
は
推
進
隊
の
お
世
話
と
い
う
ス
タ
ッ
フ

を
支
え
る
役
割
で
し
た
。
推
進
隊
が
入
隊
し
て
初

め
て
の
夕
食
で
、「
人
は
鏡
」
と
い
う
お
言
葉
が
心

に
浮
か
ん
で
、
そ
の
お
か
げ
で
推
進
隊
へ
の
接
し

方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
仲
良
く
な
れ
、
私
と

推
進
隊
を
繋
げ
て
く
だ
さ
っ
た
教
祖
の
親
心
を
強

く
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く
に
な
れ
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
日
々
成
人
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
天
理
大
学
二
回
生
　
城
滝
ゆ
り
）

●
去
年
の
三
月
に
初
め
て
春
学
と
い
う
も
の
に
参

加
し
ま
し
た
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
覚
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
は
ま
さ
か
、
今
回
の
前

夜
祭
で
司
会
を
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
司
会
の
話
を
頂
い
た
と
き
は
、
今
年

は
十
年
に
一
度
の
大
会
な
の
に
、
未
信
者
の
私
が

そ
ん
な
大
舞
台
に
立
っ
て
い
い
の
か
、
ち
ゃ
ん
と

全
う
で
き
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
二
度
と
な
い
経
験
が
で
き
る
と
思
い
、

引
き
受
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
い
ざ
合
宿
が
始
ま
る
と
、
朝
早
く
に

起
き
、
司
会
の
練
習
に
追
わ
れ
た
り
、
未
信
者
ゆ

え
、
お
道
に
一
生
懸
命
な
み
ん
な
と
の
温
度
差
を

感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
と
、
日
を
重
ね
る
ご

と
に
心
身
共
に
負
担
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
周
り
の
仲
間
が
「
大
丈
夫
？
　
し

ん
ど
く
な
い
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
自
分

達
だ
っ
て
や
る
こ
と
が
多
く
て
大
変
な
の
に
、
私

を
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
、
次
は
私
が
、
未
信
者
で
不
安
を
感
じ

な
が
ら
来
て
く
れ
て
い
る
学
生
に
、「
大
丈
夫
だ
よ
」

と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
司
会
を
し
よ
う
と
思
い
、

精
一
杯
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
素
敵
な
仲

間
と
素
晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
た
こ
と
を
あ
り
が

た
く
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
天
理
大
学
三
回
生
　
徳
永
帆
南
）

●
昨
年
の
四
月
、
本
格
的
に
大
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
、
こ
の
大
会
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
会
に
関
わ
る
中
で
沢
山

の
ふ
し
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
一
体
何
が
正
解
な

の
か
、
僕
が
学
生
会
を
し
て
い
て
も
本
当
に
良
い

の
か
な
ど
様
々
な
葛
藤
と
向
き
合
い
、
一
人
で
悩

ん
だ
日
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
隣
で
ふ
し

を
喜
び
に
変
え
一
生
懸
命
に
頑
張
り
、
勇
気
づ
け

て
く
れ
る
仲
間
の
存
在
を
感
じ
、
僕
の
励
み
に
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
通
し
て
、
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
心

に
置
い
て
行
動
し
て
い
れ
ば
ど
ん
な
ふ
し
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
こ
と
、
今
の
自
分
が
い
る
の
は
た
く

さ
ん
の
親
々
の
温
か
い
親
心
が
あ
る
か
ら
だ
と
い

う
こ
と
、
そ
し
て
学
生
会
は
た
す
か
る
場
所
だ
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
道
の
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く
へ
と
成
人
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
残
り
の
学
生
生
活
を
有
意
義

な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
天
理
大
学
四
回
生
　
山
﨑
旬
）

、
、
、

、
、

、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
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活動方針
立教179年　天理教学生担当委員会

『次代を担うようぼくへと丹精しよう』

１．大会参加者を「学生生徒修養会」へと導こう
２．青年会･婦人会（女子青年）活動への積極的な参加を呼び掛けよう

重点項目

基本方針

例
会
に
お
け
る

　
　
「
立
教
百
七
十
九
年 

基
本
方
針
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
表
（
吉
川
委
員
長
）

「
立
教
百
七
十
九
年
天
理
教
学
生
担
当
委
員
会
活

動
方
針
」
を
、
上
記
の
と
お
り
決
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
重
点
項
目
に
つ
い
て
、
本
年
は
次
の
塚
へ
向
か

う
最
初
の
年
と
し
て
、
「
教
祖
百
三
十
年
祭 

学
生

お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
」
の
勢
い
を
、
ま
ず
は
次
の

行
事
で
あ
る
「
学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
の
部
」
へ

繋
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
、
そ
こ
へ
の

動
員
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
高

校
生
の
つ
ど
い
「
ま
な
び
ば
」
や
『
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ｓ

ｔ
』
の
購
読
、
ま
た
学
生
層
育
成
者
講
習
会
の
開

催
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
が
、
本
年
は
本
部
行
事
で
あ
る
「
学
生

生
徒
修
養
会
」
に
特
に
重
点
を
置
い
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
今
後
、
各
会
で
も
新
た
な
動
き
が
出
て
く

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
教
祖
百
三
十
年
祭
こ
ど
も

お
ぢ
ば
が
え
り
」
の
後
、
婦
人
会
で
は
各
教
区
に

お
い
て
「
女
子
青
年
大
会
」
を
開
催
、
青
年
会
で

も
近
く
新
た
な
動
き
が
発
表
さ
れ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
布
教
部
で
も
発
表
が
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ら
全
て
は
、
若
い
世
代
を
次
へ
繋
げ
て

い
く
た
め
の
育
成
行
事
で
す
の
で
、
学
生
担
当
委

員
会
と
し
ま
し
て
も
、
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
今
回
改
め
て
重
点

項
目
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
表
統
領
先
生
は
、
全
教
が
「
オ
ー
ル
天
理
」
で

取
り
か
か
る
こ
と
を
促
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
我
々
の
行
事
だ
け
で
な
く
、
各
会
が

繋
が
り
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
将
来
、
学
生
生
徒
が
次
の
ス
テ
ー
ジ

へ
と
歩
み
を
進
め
る
こ
と
に
繋
が
る
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
旬
、
学
生
生
徒
が
次
の
塚
へ
向
か
う
た
め

の
身
近
な
目
標
と
し
て
、
各
行
事
に
参
加
す
る
よ

う
促
す
こ
と
、
そ
し
て
担
当
委
員
が
「
お
た
す
け

の
で
き
る
よ
う
ぼ
く
」
と
い
う
最
終
目
標
を
見
失

わ
ず
、
常
に
意
識
を
持
っ
て
常
時
活
動
へ
繋
げ
て

い
く
こ
と
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
担
当
諸
先
生
方
に
は
、
こ
の
よ
う
な
思

い
か
ら
活
動
方
針
を
「
次
代
を
担
う
よ
う
ぼ
く
へ

と
丹
精
し
よ
う
」
と
大
き
く
提
示
致
し
ま
し
た
と

こ
ろ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、
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※受講にあたっての詳細及び必要事項は書面にて7月10日以降、随時保護者宛てに郵送いたします。

　また、7月10日以降はTSA websiteでも詳細、必要事項の確認ができますのでご利用ください。

※受講願書は各学生担当委員会、各教務支庁にあります。

期　　間 平成28年 8月 9日(火)～8月15日(月)

募集要項

申し込み

問い合わせ先

受講対象 高等学校に在学し、全期間受講できる者｡

(親里管内については天理高校第Ⅰ部の自宅通学生に限り受講可能です｡)

※受講回数によって１回生､２回生､３回生に分かれます。

募集人員 2,000名 （男子 1,000名、女子 1,000名）

受講御供 8,000円  各詰所(各直属学生担当委員会)に納めてください。

申込期間 平成28年 5月25日(水)～7月25日(月)まで (郵送の場合も7月25日必着)

※事務処理の関係上、願書はなるべく7月18日までに提出してください。

内　　容 ☆レクチャー　☆ひのきしん　☆おてふり・鳴物練習　☆神名流し (3年生のみ) 

☆レクリエーション　☆グループワーク　☆感話大会　☆みんなのつどい など

※期間中に別席を１席運べる日を設けます。

受付日時 8月 9日(火)　午前9時30分から10時

各詰所にて受付票を受け取り、受付票に記載されている宿舎に集合してください。

解散日時 8月15日(月)  午前10時30分 (予定)　　　　

主  催…天理教教会本部 事務局…天理教学生担当委員会

学生生徒修養会 高校の部

立教１７９ 年

申込方法 下記書類をととのえ、最上級教会長を経て、学生担当委員会事務局に申し込んでくだ

さい。

・受講願書    １通

・返信用封筒　１枚 (保護者氏名､住所､郵便番号を記入し､82円切手を貼付ください）

親里ぢばは人類のふるさと。ここでの合宿生活を通して、全国から帰り集う多くの友と語り合い

たすけ合う。陽気ぐらしの教えを学び、いろいろな行事の中で自らの心を見つめ、人をたすける

心を育てる場所。きっとキミの人生にとって、大きな意味を持つ１ 週間になるにちがいない。

天理市守目堂町213-4　おやさとやかた真南棟3階　学生担当委員会事務局

[郵便]  〒632-8790  天理郵便局私書箱１号
[電話]   0743-63-2489（学生担当委員会事務局直通）/ FAX 0743-62-5780   
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立教179年〈屋外〉まなびば研修会　開催要項

　平素は、高校生の集い「まなびば」開催の上にご尽力いただき、誠にありがとうございます。

　この度「まなびば」の活性化、また学生層育成を担う人材づくりの上に、〈屋外〉まなびば研修会

を開催いたします。まなびば担当者はもちろん、まなびばスタッフも是非ともご受講ください。

記

【日　　時】　立教179年５月27日（金）～28日（土）

　　　　　　　集合･受付�…�５月27日　 12時30分

　　　　　　　解散予定� …�５月28日　 13時30分

【会　　場】　本部第12母屋（駐車場は北２駐車場をご利用ください）

【対　　象】　・まなびば担当者

　　　　　　　・まなびばスタッフ（各教区まなびば担当者を除く３名まで受講可）

【内　　容】　〈屋外〉まなびばの体験、進め方説明

【受 講 費】　2,000円　※まなびば担当者は免除

【携 行 品】　ハッピ、保険証、筆記用具、雨具、その他宿泊に必要なもの

　　　　　　　※女性はズボン着用でご集合ください。

【申し込み】　申込用紙に必要事項を記入の上、受講費を添えて学生担当委員会事務局にお申し込

　　　　　　　みください。

【申込締切】　立教179年５月14日（土）

【問い合わせ】　天理教学生担当委員会事務局

　　　　　　　　　Tel　0743-63-2489（直通）　内線　5817

 

青
　
空

「
世
界
た
す
け
の
橋
を
か
け
る
た
め
」

　
最
初
は
、
日
本
語
も
仕
事
内
容
も
理
解
が
で
き

な
く
て
、
挫
折
し
そ
う
に
な
り
ま
し
が
、
委
員
長

先
生
や
先
生
方
の
親
心
で
様
々
な
行
事
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
私
が
心
掛

け
て
い
た
こ
と
は
「
笑
顔
」
で
す
。
行
事
が
忙
し

く
な
り
余
裕
が
な
い
と
き
、
学
生
や
ス
タ
ッ
フ
が

疲
れ
て
帰
っ
て
き
た
と
き
に
、
笑
顔
で
一
言
「
お

か
え
り
な
さ
い
。
お
疲
れ
さ
ま
」
と
声
を
掛
け
る

だ
け
で
、
み
ん
な
も
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
私
も
、
み
ん
な
か
ら
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

笑
顔
は
誰
に
で
も
で
き
る
「
人
だ
す
け
」
で
あ
り
、

陽
気
ぐ
ら
し
へ
の
第
一
歩
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
台
湾
に
帰
り
、
学
生
担
当
委
員
会

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
お
さ
づ
け
を
頂
い
て

終
わ
る
の
で
は
な
く
、
お
さ
づ
け
か
ら
人
を
た
す

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
に
力
を
入

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
た
ど
り
、
親
神
様
に
も
た

れ
て
世
界
た
す
け
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
元
局
員
　
黄
　
意
萍平

、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
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【期　日】　　立教179年５月25日（水）

【時　間】　　午後１時～３時30分（受付12時30分～）

　　　　　　　　※引き続き午後４時より例会

【会　場】　　本部第38母屋

【対　象】　　直属学生担当委員長 他１名　※各直属計２名

【内　容】　　講話、ねりあい

５月２５日 午後１時から
「直属担当者懇談会」

５月２５日 例会後
「教区・直属委員長懇親会」

【期　日】　　立教179年５月25日（水）

【時　間】　　例会後引き続き　※午後４時より第38母屋にて例会

【会　場】　　本部第２食堂

【対　象】　　教区・直属学生担当委員長

【内　容】　　懇談会

【問い合わせ】

〒632-0035　奈良県天理市守目堂町213-4　おやさとやかた真南棟3階

Tel　0743-63-2489　内線5817（天理教学生担当委員会事務局）

　☆実施計画書は２ヵ月前までにご提出ください。

教区 開催日時 場所 担当者 電話番号

5月14日13時～15日15時 教務支庁 川山形

5月28日～29日 ※時間未定 教務支庁 村田香川

「まなびば」開催会場一覧　《５月開催分》


